正倉院文書の訓読と注釈 月借銭解編 第五分冊 by 宮川 久美
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2013 年度 研究業績一覧 

三浦 さつき（生活未来科食物栄養コース准教授）
学会発表：実態調査からみた関西地区の家庭における煮物調理の変化；日本調理科学会平
成 年度大会講演要旨  平成 （）共著
学会発表：実態調査からみた関西地区の家庭における圧力鍋使用と煮物調理について；日
本調理科学会近畿支部第  回研究発表会 講演要旨集 平成 （）共著

森永 夕美（生活未来科生活福祉コース講師）
学術論文：要支援認定された前期高齢者の生活観の傾向と自立及び維持に関する研究：半
構造化面接による実態調査に基づく検討；聖隷クリストファー大学大学院修士論文 
平成 （）単著
学会発表：要支援の前期高齢者を取り巻く環境が及ぼす自己効力感への影響；日本プライ
マリ・ケア学会第  回近畿地方会兵庫医療大学 平成 （）単著

石田 裕子（地域こども学科准教授）
研究報告：奈良市子育て支援センター「ゆめの丘 」からの報告；奈良佐保短期大学
研究紀要第 号  平成 （）共著

澤田 博（地域こども学科教授）
作品発表：立原道造の詩による混声合唱曲： しかし僕は  夕ぐれのうすらあかりは 
 やがて林を蔽ふ；奈良佐保短期大学研究紀要第  号  平成 （）
単著

潮谷 光人（地域こども学科准教授）
著書：地域福祉の理論と方法第二版；学文社 平成 （）共著
研究報告：奈良市子育て支援センター「ゆめの丘 」からの報告；奈良佐保短期大学
研究紀要第 号  平成 （）共著

田中 善大（地域こども学科講師）
著書：発達障害者支援とアセスメントのガイドライン；金子書房  平成 
（）共著
学術論文：小中学生における欠席行動と教師評定による学校適応との関連；精神医学第
 巻  号  平成 （）共著
保育記録による発達尺度改訂版（）：月齢区分ごとの標準値およびカットオフ値
の検討；精神医学第 巻  号  平成 （）共著
日本語版  自己評定フォームの構成概念妥当性：抑う
つ，攻撃性，親評定フォームとの関連から；小児の精神と神経第 巻 号 
 平成 （）共著
中学生の非行行為と攻撃性，抑うつとの関連；精神医学第  巻  号  平成 
（）共著
保育記録による発達尺度（）を用いた学校適応の予測：保育所年長時から小学 年
時までの縦断調査を通して；発達心理学研究第 巻  号  平成 
（）共著
学会発表：自動思考とはなにか；第 回日本認知療法学会帝京平成大学 平成 
（）
報告書：（分担研究報告書）発達支援介入効果についての実証的検討モデルの開発；厚生
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キーワード
大羅嶋守
国養
知申給人
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大羅嶋守月借銭解
六ノ五四〇
続修後修二十第
紙
41
10
訓読文謹みて解す。
月借錢を請ふ事を申す。
合はせて
壹
貫文〈利は月別に百五十文〉
つきごと
右件の錢者料を給はりて本利并せて将に進納せむ。仍りて状を注して以み
ぎ
は
て解す。
寳龜四年九月廿日
大羅嶋守
「員に依りて行へ
養
市之
」
（別筆・朱）
かひ
いちなり
「十一月七日、一千二百廿五文を納む。〈一千は本、二百廿五文は一月（返済記録・朱）又十五日の利〉」注釈右
件
二字で「みぎ」と読む。
の注釈「右件」参照。1
料
給
、
の注釈および補注
参照。
1
4
3
本
利
并
「并本利」が正格の語順。月借銭解中、
と
の「并加本利」
30
49
のみ、正格の語順。
の注釈「本利共備」参照。1
状
注
正格の漢文としては「注状」となるべきところである。
大
羅
嶋
守
経師。大編、大網にも作る。宝亀元年から宝亀七年に見え
おほよさみのしまもりる。月借銭解では
に見える。『続日本紀』承和十四年（八四
41
70
101
104
七）七月丁卯条に「修造摂津国大依羅社」、『和名抄（元和古活字那波道圓本 』
摂津国住吉郡に「大羅
於保與佐美」とある。
「大依羅」を二文字にして「大羅」とするのは「大春 」を「大春」ともするのと同じ。養
上馬養のサイン。裁可を表す。
タイトルが入ります
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市
之
「市」は人名の略記か。貸し出す金の財源または取扱者を示すか。
の注釈の「一切」参照。3
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大羅嶋守月借銭解
六ノ五四〇
続修後修二十第
紙
41
10
訓読文謹みて解す。
月借錢を請ふ事を申す。
合はせて
壹
貫文〈利は月別に百五十文〉
つきごと
右件の錢者料を給はりて本利并せて将に進納せむ。仍りて状を注して以み
ぎ
は
て解す。
寳龜四年九月廿日
大羅嶋守
「員に依りて行へ
養
市之
」
（別筆・朱）
かひ
いちなり
「十一月七日、一千二百廿五文を納む。〈一千は本、二百廿五文は一月（返済記録・朱）又十五日の利〉」注釈右
件
二字で「みぎ」と読む。
の注釈「右件」参照。1
料
給
、
の注釈および補注
参照。
1
4
3
本
利
并
「并本利」が正格の語順。月借銭解中、
と
の「并加本利」
30
49
のみ、正格の語順。
の注釈「本利共備」参照。1
状
注
正格の漢文としては「注状」となるべきところである。
大
羅
嶋
守
経師。大編、大網にも作る。宝亀元年から宝亀七年に見え
おほよさみのしまもりる。月借銭解では
に見える。『続日本紀』承和十四年（八四
41
70
101
104
七）七月丁卯条に「修造摂津国大依羅社」、『和名抄（元和古活字那波道圓本 』
摂津国住吉郡に「大羅
於保與佐美」とある。
「大依羅」を二文字にして「大羅」とするのは「大春 」を「大春」ともするのと同じ。養
上馬養のサイン。裁可を表す。
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丈部忌寸濱足同益人月借銭解
六ノ五四〇～五四一
続修後修二十第
紙
42
11
訓読文謹みて解す。
月借錢を請ふ事を申す。
合はせて
貳
貫文〈利者別貫に百五十文〉
は
かんごと
丈部忌寸濱足
壹貫文
丈部忌寸益人
壹貫文
右、布施の時を限りて必ず将に進上せむ。仍りて状を録して以て解す。
寳龜四年九月廿日
償人
金月足
「員に依りて行へ
養
」
かず
「十一月五日、一千二百十五文を納む。〈一千（文）は本、二百十五文（返済記録１・朱）は一月又十三日の利〉」「十一月七日、一千二百廿五文を納む。〈一月又十五日の利〈見は一千（返済記録２・朱）
げん
七十五文、未だしは 百五十文〉
」
いま
注釈別
貫
一貫ごとに、一貫につき、一貫あたり、の意。正格の漢文の語順
は「貫別」。
の注釈「毎月」および補注
参照。
1
1
丈
部
忌
寸
濱
足
丈
部
濱
足
経師。天平勝宝六年から宝亀六年までに見
はせつかべのいみきはまたり
はせつかべのはまたり
える。月借銭解では
に見える。
2
29
34
52
62
66
75
90
103
105
丈
部
忌
寸
益
人
経師。丈部忌寸濱足の息子。神護二年から宝亀七年に見
はせつかべのいみきますひとえる。月借銭解では
に見える。
42
52
100
償
人
債務者の逃亡如何に拘わらず支払い保証をする人。
タイトルが入ります
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「保人」（
）は債務者が逃亡した場合に代わって支払い保証をする207
（雑令
）。19
金
月
足
経師。月借銭解では
に見える。
こむのつきたり
3
29
42
52
66
68
83
90
100
103
養
上馬養のサイン。裁可を表す。
見
「現」に同じ。現にある、の意。
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丈部忌寸濱足同益人月借銭解
六ノ五四〇～五四一
続修後修二十第
紙
42
11
訓読文謹みて解す。
月借錢を請ふ事を申す。
合はせて
貳
貫文〈利者別貫に百五十文〉
は
かんごと
丈部忌寸濱足
壹貫文
丈部忌寸益人
壹貫文
右、布施の時を限りて必ず将に進上せむ。仍りて状を録して以て解す。
寳龜四年九月廿日
償人
金月足
「員に依りて行へ
養
」
かず
「十一月五日、一千二百十五文を納む。〈一千（文）は本、二百十五文（返済記録１・朱）は一月又十三日の利〉」「十一月七日、一千二百廿五文を納む。〈一月又十五日の利〈見は一千（返済記録２・朱）
げん
七十五文、未だしは 百五十文〉
」
いま
注釈別
貫
一貫ごとに、一貫につき、一貫あたり、の意。正格の漢文の語順
は「貫別」。
の注釈「毎月」および補注
参照。
1
1
丈
部
忌
寸
濱
足
丈
部
濱
足
経師。天平勝宝六年から宝亀六年までに見
はせつかべのいみきはまたり
はせつかべのはまたり
える。月借銭解では
に見える。
2
29
34
52
62
66
75
90
103
105
丈
部
忌
寸
益
人
経師。丈部忌寸濱足の息子。神護二年から宝亀七年に見
はせつかべのいみきますひとえる。月借銭解では
に見える。
42
52
100
償
人
債務者の逃亡如何に拘わらず支払い保証をする人。
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置始清足月借銭解
六ノ五四一～五四二
続修二十一第
紙
43
7
訓読文謹みて解す。
月借錢を請ふ事を申す。
合はせて捌佰文〈利は月別に百五十文〉質は布四端
つきごと
右件の錢は料を給はらむ日に即ち數に依りて将に進上せむ。仍りてみ
ぎ
状を注して 以て解す。
寳龜四年九月廿一日
請
置始清足
償人
八木宮主
「員に依りて行へ
養
」
（別筆・朱）「十一月六日を以て九百七十二文を納む。〈八百（文）は本、一百七十（返済記録・朱）二文は一月又十三日の利〉」注釈捌
佰
文
「捌」は「八」の大字。「佰」の字体は一画少ない。写真参照。
右
件
二字で「みぎ」と読む。
の注釈「右件」参照。1
料
給
日
、
の注釈および補注
参照。
1
4
3
置
始
清
足
校生。浄足にも作る。宝亀三年から四年に見える。月借銭解
おきそめのきよたりでは
に見える
25
43
107
八
木
宮
主
装潢。月借銭解では
に見える。
参照。
やぎのみやぬし
13
43
57
58
75
80
83
13
月
別
月ごとに、一月につき、一月あたり、の意
の注釈・補注参照。1
償
人
債務者の逃亡如何に拘わらず支払い保証をする人 「保人」
（
）は債務者が逃亡した場合に代わって支払い保証をする（雑令
）。
207
19
養
上馬養のサイン
裁可を表す。
タイトルが入ります
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置始清足月借銭解
六ノ五四一～五四二
続修二十一第
紙
43
7
訓読文謹みて解す。
月借錢を請ふ事を申す。
合はせて捌佰文〈利は月別に百五十文〉質は布四端
つきごと
右件の錢は料を給はらむ日に即ち數に依りて将に進上せむ。仍りてみ
ぎ
状を注して 以て解す。
寳龜四年九月廿一日
請
置始清足
償人
八木宮主
「員に依りて行へ
養
」
（別筆・朱）「十一月六日を以て九百七十二文を納む。〈八百（文）は本、一百七十（返済記録・朱）二文は一月又十三日の利〉」注釈捌
佰
文
「捌」は「八」の大字。「佰」の字体は一画少ない。写真参照。
右
件
二字で「みぎ」と読む。
の注釈「右件」参照。1
料
給
日
、
の注釈および補注
参照。
1
4
3
置
始
清
足
校生。浄足にも作る。宝亀三年から四年に見える。月借銭解
おきそめのきよたりでは
に見える
25
43
107
八
木
宮
主
装潢。月借銭解では
に見える。
参照。
やぎのみやぬし
13
43
57
58
75
80
83
13
月
別
月ごとに、一月につき、一月あたり、の意
の注釈・補注参照。1
償
人
債務者の逃亡如何に拘わらず支払い保証をする人 「保人」
（
）は債務者が逃亡した場合に代わって支払い保証をする（雑令
）。
207
19
養
上馬養のサイン
裁可を表す。
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答他虫麻呂等月借銭解
六ノ五四二～五四三
続修後修二十第
紙
44
12
訓読文謹みて解す。
月借錢を請ふ事を申す。
合はせて
壹
貫漆佰文〈毎月に利は百
別に十五文を加ふ〉
つきごと
ひゃくごと
答他虫麻呂伍佰文漢部佐美麻呂漆佰文浄野人足伍佰文
右件の錢者料を給 らむ時に至りて進納せむ。仍りて今状を注して以てみ
ぎ
は
謹みて解す。
寳龜四年九月廿二日
「員に依りて行へ
養」
（別筆・朱）「十一月六日、六百五文を納む。〈五百（文）は本。一百五文は一月又（返済記録・朱）十二日の利〉「十一月六日、八百
卌
文を納む。〈七百（文）は本。一百
卌
文は一月又
十日の利〉「十一月六日、六百五文を納む。五
百（文）は本。一百五文は一月又十
二日の利〉」注釈壹
貫
漆
佰
文
「漆」は「七」の大字。字体は写真参照。
右
件
二字で「みぎ」と読む。
の注釈「右件」参照。1
至
料
給
時
、
の注釈および補注
参照。
1
4
3
答
他
虫
麻
呂
経師。
参照。
た
ふ
だ
の
む
し
ま
ろ
35
漢
部
佐
美
麻
呂
経師。
参照。
あ
や
べ
の
さ
み
ま
ろ
18
タイトルが入ります
― 123 ―― 122 ― 11  10 
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浄
野
人
足
経師。
に見える。
参照。
きよののひとたり
35
44
44
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答他虫麻呂等月借銭解
六ノ五四二～五四三
続修後修二十第
紙
44
12
訓読文謹みて解す。
月借錢を請ふ事を申す。
合はせて
壹
貫漆佰文〈毎月に利は百
別に十五文を加ふ〉
つきごと
ひゃくごと
答他虫麻呂伍佰文漢部佐美麻呂漆佰文浄野人足伍佰文
右件の錢者料を給 らむ時に至りて進納せむ。仍りて今状を注して以てみ
ぎ
は
謹みて解す。
寳龜四年九月廿二日
「員に依りて行へ
養」
（別筆・朱）「十一月六日、六百五文を納む。〈五百（文）は本。一百五文は一月又（返済記録・朱）十二日の利〉「十一月六日、八百
卌
文を納む。〈七百（文）は本。一百
卌
文は一月又
十日の利〉「十一月六日、六百五文を納む。五
百（文）は本。一百五文は一月又十
二日の利〉」注釈壹
貫
漆
佰
文
「漆」は「七」の大字。字体は写真参照。
右
件
二字で「みぎ」と読む。
の注釈「右件」参照。1
至
料
給
時
、
の注釈および補注
参照。
1
4
3
答
他
虫
麻
呂
経師。
参照。
た
ふ
だ
の
む
し
ま
ろ
35
漢
部
佐
美
麻
呂
経師。
参照。
あ
や
べ
の
さ
み
ま
ろ
18
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大宅首童子月借銭解
六ノ五六七
続修後修二十第
紙
45
13
訓読文謹みて解す。
月借錢を請ふ事を申す。
合はせて
壹
貫文〈質物は家一區
地十六分一
板屋五間者
利者百五十
なり
は
者〉なり右の錢を受くる人は左京八條三坊、即ち戸主
従八位上
大宅首童子、同
姓男小万呂、件の二 、死生同心にして請ふこと件の如し。仍りて状を注して謹みて以て解す。
寳龜五年二月十日
大宅首童子
「員に依りて行へ
上之」
（別筆
1・朱）
かみなり
「四月十二日、一千三百文 納む。〈一千文は本、三百文は二月之利〉（返済記録・朱）注釈家
壹
區
家とその敷地一区画。
十
六
分
之
一
一坪の十六分の一。
の注釈「十六分之半」参照。2
左
京
「京」の字は一画多い。写真参照。
答
他
虫
麻
呂
経師。
参照。
た
ふ
だ
の
む
し
ま
ろ
35
大
宅
首
童
子
経師。
に見える。
参照。
おほやけのおびとわらは
29
45
29
大
宅
小
万
呂
大宅首童子の息子。名が見えるのはここのみ。
お
ほ
や
け
の
こ
ま
ろ
死
生
同
心
の注釈の「右件六人等生死同心」および補注
参照。
9
6
解
以
謹
「謹以解」が正格の漢文の語順。このように語順を誤った例は
ここのみ。定型表現を誤るのは珍しい。
タイトルが入ります
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大宅首童子月借銭解
六ノ五六七
続修後修二十第
紙
45
13
訓読文謹みて解す。
月借錢を請ふ事を申す。
合はせて
壹
貫文〈質物は家一區
地十六分一
板屋五間者
利者百五十
なり
は
者〉なり右の錢を受くる人は左京八條三坊、即ち戸主
従八位上
大宅首童子、同
姓男小万呂、件の二 、死生同心にして請ふこと件の如し。仍りて状を注して謹みて以て解す。
寳龜五年二月十日
大宅首童子
「員に依りて行へ
上之」
（別筆
1・朱）
かみなり
「四月十二日、一千三百文 納む。〈一千文は本、三百文は二月之利〉（返済記録・朱）注釈家
壹
區
家とその敷地一区画。
十
六
分
之
一
一坪の十六分の一。
の注釈「十六分之半」参照。2
左
京
「京」の字は一画多い。写真参照。
答
他
虫
麻
呂
経師。
参照。
た
ふ
だ
の
む
し
ま
ろ
35
大
宅
首
童
子
経師。
に見える。
参照。
おほやけのおびとわらは
29
45
29
大
宅
小
万
呂
大宅首童子の息子。名が見えるのはここのみ。
お
ほ
や
け
の
こ
ま
ろ
死
生
同
心
の注釈の「右件六人等生死同心」および補注
参照。
9
6
解
以
謹
「謹以解」が正格の漢文の語順。このように語順を誤った例は
ここのみ。定型表現を誤るのは珍しい。
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葦浦継手月借銭解
六ノ五六八
続修二十一第
紙
46
8
訓読文謹みて解す。
月借錢を請ふ事を申す。
合はせて捌佰伍拾文〈別月に百文の利は十五文〉質は布参端
つきごと
右、料を給らむ日に本利共に備へて将に進らむ。仍りて事の状を録
して以て解す。
寳龜五年三月六日
専請
葦浦継手
償
物部吉麻呂
「員に依りて行へ
私
」
（別筆・朱）「四月十五日、一千廿文を納む。〈八百五十文は本〉
」
（返済記録・朱）注釈申
請
錢
月
借
事
このように語順を誤った例はここのみ。「申請月借銭
事」が定型表現。定型表現を誤るのは珍しい捌
佰
伍
拾
文
「捌」は「八」の大字。「佰」は一画少ない字体。
別
月
月ごとに、一月につき、一月あたり、の意。正格の漢文の語順は
「月 」。
の注釈・補注
参照。
1
1
給
於
料
日
語順が疑問だが、かりに「料を給らむ日於」と読んだ。
の
に
4
注釈および補注
参照。3
本
利
共
備
本も利も共に備えて。
の注釈「本利共備」参照。1
専
請
一人でこの借銭を受け取り、債務を負うことを表す。「専請」は
月借銭解中、
に見える。同じ意味で「専受」もある（
25
30
46
57
2
21
36
37
）。いずれも「もはらうく」と訓読みできるが、音読みし
49
52
66
68
74
89
ていた可能性もある。補注
参照。2
葦
浦
継
手
経師。
に見える。
参照。
あしうらのつぎて
30
46
58
86
30
タイトルが入ります
― 119 ―― 118 ― 15  14 
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償
償人。債務者の逃亡如何に拘わらず支払い保証をする。「保人」
（
）は債務者が逃亡した場合に代 って （雑令
）。
207
19
物
部
吉
麻
呂
造東大寺司の
領
。経師。吉万呂にも作る。天平宝字四年、
もののべのきちまろ
うながし
造法花寺作金堂所の領と見える。宝亀四年、奉写一切経所に出仕、六年まで見える。月借銭解では
に見える。
46
86
私
写経所内部での財源による区分か。
の注釈「一切」参照。3
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葦浦継手月借銭解
六ノ五六八
続修二十一第
紙
46
8
訓読文謹みて解す。
月借錢を請ふ事を申す。
合はせて捌佰伍拾文〈別月に百文の利は十五文〉質は布参端
つきごと
右、料を給らむ日に本利共に備へて将に進らむ。仍りて事の状を録
して以て解す。
寳龜五年三月六日
専請
葦浦継手
償
物部吉麻呂
「員に依りて行へ
私
」
（別筆・朱）「四月十五日、一千廿文を納む。〈八百五十文は本〉
」
（返済記録・朱）注釈申
請
錢
月
借
事
このように語順を誤った例はここのみ。「申請月借銭
事」が定型表現。定型表現を誤るのは珍しい捌
佰
伍
拾
文
「捌」は「八」の大字。「佰」は一画少ない字体。
別
月
月ごとに、一月につき、一月あたり、の意。正格の漢文の語順は
「月 」。
の注釈・補注
参照。
1
1
給
於
料
日
語順が疑問だが、かりに「料を給らむ日於」と読んだ。
の
に
4
注釈および補注
参照。3
本
利
共
備
本も利も共に備えて。
の注釈「本利共備」参照。1
専
請
一人でこの借銭を受け取り、債務を負うことを表す。「専請」は
月借銭解中、
に見える。同じ意味で「専受」もある（
25
30
46
57
2
21
36
37
）。いずれも「もはらうく」と訓読みできるが、音読みし
49
52
66
68
74
89
ていた可能性もある。補注
参照。2
葦
浦
継
手
経師。
に見える。
参照。
あしうらのつぎて
30
46
58
86
30
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大伴鯛麻呂等月借銭解
六ノ五七二～五七三
正集四十四第
紙
47
17
訓読文謹みて解す。
月借錢を請ふ事を申す。
合はせて
壹
貫陸百文〈一月百文に利十五文を加ふ〉
大伴鯛万呂
〈肆百文〉
丈部新成
〈陸百文〉
香山久須万呂
〈陸百文〉
右件の錢者料を給 らむ時に當りて員に依りて将に進上せむ。若し三人み
ぎ
は
かず
の中一人 闕くる者あらば二人同心し 進上せむ。仍りて状を注して以
うち
か
て解す。
寳龜五年九月十九日
大伴多比麿丈部新成香山久須万呂
勘
知
上
馬
養
注釈大
伴
鯛
万
呂
校生。太比麻呂・多比麻呂にも作る。この解一通の中でも
おほとものたひまろ三行目 日付の次の行とで表記が異なる。宝亀四年から六年まで見える。月借銭解ではここのみに見える。丈
部
新
成
経師。杖部にも作る。宝亀元年から七年に見える。月借銭
はせつかべのにひなり解ではここ みに見える。香
山
久
須
万
呂
経師。久酒万呂、久須麻呂にも作る。宝亀二年から宝亀
か
ぐ
や
ま
の
く
す
ま
ろ
七年に見える。右
件
二字で「みぎ」と読む。
の注釈「右件」参照。1
タイトルが入ります
― 117 ―― 116 ― 17  16 
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。
当
料
給
時
、
の注釈および補注
参照。
1
4
3
二
人
同
心
の注釈の「右件六人等生死同心」および補注
参照。
9
6
勘
知
事務取扱者としてチェックしたという意味。
＊金額および「大伴」に合点は付しているが、裁可記録・返済記録ともにない。
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大伴鯛麻呂等月借銭解
六ノ五七二～五七三
正集四十四第
紙
47
17
訓読文謹みて解す。
月借錢を請ふ事を申す。
合はせて
壹
貫陸百文〈一月百文に利十五文を加ふ〉
大伴鯛万呂
〈肆百文〉
丈部新成
〈陸百文〉
香山久須万呂
〈陸百文〉
右件の錢者料を給 らむ時に當りて員に依りて将に進上せむ。若し三人み
ぎ
は
かず
の中一人 闕くる者あらば二人同心し 進上せむ。仍りて状を注して以
うち
か
て解す。
寳龜五年九月十九日
大伴多比麿丈部新成香山久須万呂
勘
知
上
馬
養
注釈大
伴
鯛
万
呂
校生。太比麻呂・多比麻呂にも作る。この解一通の中でも
おほとものたひまろ三行目 日付の次の行とで表記が異なる。宝亀四年から六年まで見える。月借銭解ではここのみに見える。丈
部
新
成
経師。杖部にも作る。宝亀元年から七年に見える。月借銭
はせつかべのにひなり解ではここ みに見える。香
山
久
須
万
呂
経師。久酒万呂、久須麻呂にも作る。宝亀二年から宝亀
か
ぐ
や
ま
の
く
す
ま
ろ
七年に見える。右
件
二字で「みぎ」と読む。
の注釈「右件」参照。1
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― 115 ―― 114 ― 19  18 
正倉院文書の訓読と注釈　月借銭解編　第五分冊
- 18 -
大
生
子
敷
『日本古代人名辞典』は「お」に配列しているが、「みぶ」
み
ぶ
の
こ
し
き
と読むと考えた。補注
参照。
東大寺に奉仕した人。仕丁か。『大日
8
本古文書』中、ここのみに見える。額
田
部
礒
嶋
仕丁か。『大日本古文書』中、ここのみに見える。
ぬかたべのいそしま＊切断されていて額田部礒嶋 署名および裁可記録はない。丈部長岡と大生子敷の借用金額の下に書かれているのは返済記録かと思われる。
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舩
木
麿
経師
船木直麻呂。月借銭解では
に見える。
参
ふなきのまろ
26
49
63
85
86
102
26
照。償
人
債務者の逃亡如何に拘わらず支払い保証をする人。「保人」
（
）は債務者が逃亡した場合に代わって支払い保証をする（雑令
）。
207
19
他
田
嶋
麻
呂
経師。嶋万呂にも作る。宝亀元年から宝亀七年に見える。
お
さ
だ
の
し
ま
ま
ろ
月借銭解では
に見える。
49
52
57
97
102
物
部
常
石
経師。宝亀元年から七年まで、奉写一切経所に出仕した。月
もののべのとこいは借銭解では
に見える。
49
57
63
76
95
工
浄
成
経師。
参照。
たくみのきよなり
7
占
部
忍
男
経師。月借銭解では
に見える。
参照。
うらべのおしを
14
49
62
85
97
102
14
酒
波
家
麿
経師。酒浪・家万呂にも作る。宝亀二 から宝亀五年に見え
さかなみのいへまろる。月借銭解では
に見える。
49
85
102
知
申
給
人
このことについて勘知すなわちチェックした人の意。「申し
給ふる人」は謙譲表現。大伴浄人は
事務取扱の仕事もしていたが、馬養
に対する謙譲の意を示し か。大
伴
浄
人
経師・校生。月借銭解では
（證人）、
（知申給人）、
おおとものきよひと
24
49
101
（徴納）、
（證人）、
（徴成将進人）とある。
参照。
104
106
24
＊金額に合点は付すが、裁可記録も返済記録 ない。
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なお、写真は宮内庁正倉院事務所編『正倉院古文書影印集成』（八木書店）を用いた。釈文は、東大資料編纂所 大日本 （編年） の釈文を原文の体裁のまま転載した。八木書店・東 資料編纂所には転載許可を頂いた。正倉院事務所には届け出た。いずれも便宜を図っていただき感謝いたします。
本書は、奈良女子大学大学院人間文化研究科博士後期課程の松尾良樹
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